
平成２７年１０月 １日

お 知 ら せ
資料提供先：島根県政記者会

【山陰道】多伎・朝山道路
さ ん い ん ど う た き あ さ や ま

口田儀第２トンネル貫通式のお知らせ
く ち た ぎ

～山陰道出雲・仁摩間で最初のトンネルが貫通します～
さんいんどう い ず も に ま

松江国道事務所では、山陰道出雲・仁摩間の早期開通に向け、全区間にわたり事
業を進めているところです。
今般、出雲・仁摩間の多伎・朝山道路（多伎ＩＣ(仮称)～朝山ＩＣ(仮称)間 延長9.0k

m）において、口田儀第2トンネル（延長655m）の貫通式を執り行いますのでお知らせし

ます。

口田儀第２トンネルは、山陰道出雲・仁摩間で最初に貫通するトンネルです。（出雲・仁

摩間でトンネルは７本）

貫通式では、地元小学生による「多伎いさり火太皷」のお祝い演奏のほか、参加者全員で

通り初めを行う予定です。

【口田儀第２トンネル貫通式】

○日 時：平成27年１０月 4日（日） 10:00～

○場 所：出雲市多伎町口田儀地内 口田儀第２トンネル内（別紙－１参照）

○共 催：中国地方整備局松江国道事務所、アイサワ工業株式会社

○式典内容：別紙－２参照

○そ の 他：・式典終了後に青木国土交通大臣政務官の「ぶら下がり取材」を行います。

（トンネル内で予定 11:20～ 11:25頃）
・当日取材に来られる方は事前に下記【広報担当】へ連絡してください。

・本資料に添付している駐車券を必ずお車のフロントガラスのよく見える

ところにご提示いただき、係員の誘導に従って駐車してください。

・貫通式会場では必ず受付をし、報道関係者とわかるように腕章等の着用

をお願いします。

問い合わせ先 国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所
副所長（改築） 藤原 宏志（ふじはら ひろし）

【工事担当】建設専門官 竹江 仁 （たけえ ひとし）

【広報担当】計画課長 山本 俊彦（やまもと としひこ）

※式典について
副所長（事務） 室田 浩司（むろた こうじ）

【担 当】総務課長 山下 知一（やました ともかず）

TEL：（0852）26-2131（代表）
URL：http://www.cgr.mlit.go.jp/matsukoku/

※松江国道事務所では、twitter（ツイッター）による情報発信を行っています。

ツイッター：http://twitter.com/road_matsue
QRコード



（別紙－１）

至 浜田 

仁摩・石見銀山IC 

静間IC（仮称） 

大田IC（仮称） 

ｚ 
朝山IC（仮称） 

多伎IC（仮称） 

湖陵IC（仮称） 

出雲IC 

至 松江 

出典：国土地理院「地理院地図（電子国土Web）」 

加工：松江国道事務所 

貫通式 会場 

９ 至 松江 

至 浜田 

貫通式 会場 
（出雲市多伎町口田儀地内） 

口田議第２トンネル（起点側坑口） 

９

至 松江 

至 浜田 

出典：国土地理院「地理院地図（電子国土Web）」 

加工：松江国道事務所 

駐車場はトンネル坑

内です。係員の誘導

に従って下さい。 



（別紙－２）

【山陰道】多伎・朝山道路(口田儀第２トンネル)貫通式次第

開 催 要 領

１ 日 時 平成２７年１０月４日（日） 受 付 ９時３０分～

式 典 １０時００分～

２ 場 所 出雲市多伎町口田儀地内（口田儀第２トンネル坑内）

３ 共 催 国土交通省中国地方整備局・施工者

４ 参 加 者 約１９０名

＜主な参加予定＞

行政：島根県副知事、大田市長、出雲市長、国土交通省

民間：島根県商工会連合会会長、出雲商工会議所会頭、

大田商工会議所会頭、銀の道商工会会長

地元：自治会役員、小学生等

５ 貫 通 式 (１) 開式のことば

(２) 事 業 者 挨 拶

(３) 来 賓 祝 辞

(４) 貫通発破点火

(５) 貫通点清めの儀

(６) 通り初めの儀

(７) 樽 御 輿 入 場

(８) 鏡 開 き

(９) 記 念 撮 影

（１０） 施 工 者 謝 辞

(１１) 万 歳 三 唱


